
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        このパンフレットは、入院後も使用します。 

         入院時、忘れずにご持参ください。 

 

 

 

 

 

焼津市立総合病院 中央手術室  
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入院前の確認チェックリスト 

 

   前日までに確認しましょう！！（詳細は２・３ページ参照） 

 

体調について  

 □手術日の 1 ヶ月前から入院までの期間、体調の変化はない 

 □手術日の２～４週間前より、ワクチン接種を受けていない 

 □喫煙者の方、手術決定後より禁煙している 

   

身だしなみについて 

 □爪切りをした 

 □マニキュア・ジェルネイル・エクステはつけていない、または除去済みである 

 □男性のみ ひげは剃った、または剃る予定である。（髭剃りを持参してください） 

 

歯について 

 □現在、ぐらぐらしているまたは弱い歯はない 

  

内服薬について 

 □日常飲んでいるお薬がある方のみ、薬剤科でお薬の確認済みである 

 □手術に影響のあるお薬を服用されている方のみ、指導された日にちから休薬を

している、またはする予定である 

 □手術決定後から始まった内服薬はない、または連絡済みである 

 

すべての項目にチェックは入りましたか？チェックの入らない項目がある場合、状況

によっては手術の延期・中止になることがあります。 

ご不明な点は、外来（入院後は病棟）にご相談ください 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

手術の延期や中止について 

次のような場合は、手術の延期あるいは中止になることがあります。 

１． 風邪や気管支炎などの症状、高熱などが見られる場合 

２． 手術や麻酔に不都合な病気が新たに発見されたとき 

３． 絶飲食が守られていないとき 

４． 事前に休薬が必要なお薬の服用が継続されていた時 

５． 予防接種を受けて２～４週間 

６． その他、全身状態が変化して手術や麻酔が危険だと判断されたとき 
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風邪症状 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 

咳・発熱 

喉の痛み 

目のかゆみ 

充血 

 

感染性胃腸炎 

（ﾉﾛｳｲﾙｽ） 

下痢・嘔吐 

帯状疱疹 

ヘルペス 

 

入院までのお願い 

１． 体調について 

入院または手術当日の体調によっては、入院・手術を延期する場合があります。手術までの

期間で、患者様ご本人または同居のご家族様に下記の症状がある場合はご連絡頂くようお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． おたばこを吸われる方へ 

喫煙されている方は、手術後に咳や痰が多くなります。そのため、呼吸器の合併症を発生す

る危険が高くなります。また手術した部位の感染の危険が高くなるといわれています。手術決

定直後からの禁煙をお願いします。  禁煙が守られない場合は、手術延期になる場合があ

ります。 

 

 

３． ワクチン接種について 

ワクチン接種のご予定がある場合は、事前に主治医に相談をお願いします。また手術前２～

４週間以内に接種されている場合は、必ず申し出ていただくようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手術前２週間以内に 

接種を控えるワクチン 

・四種混合ワクチン ・日本脳炎 

・インフルエンザ ・B 型肝炎 ・肺炎球菌 

手術前４週間以内に 

接種を控えるワクチン 

・麻疹 ・BCG ・風疹 ・水痘  

・麻疹風疹混合（MR ﾜｸﾁﾝ）  

・流行性耳下腺炎 

当院では 

風邪・インフルエンザと診断された場

合、完治しても 2 週間は全身麻酔を 

かけないようにしています。 
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４． 身だしなみについて 

手術の時に貴金属類をつけているとやけどをすることがあります。また医療機器の値を正確

に測定することが難しくなります。安全に手術を受けていただくため、手術当日にはずしてい

ただくものの確認をお願いします。 

＜入院前まで＞ 

 ジェルネイル・マニキュアの除去 爪切り 

＜手術当日＞ 

 入れ歯・腕時計・湿布・磁気製品等 

 眼鏡・コンタクトレンズ・補聴器  ＊必要な方は、手術室入室後に外していただけます 

 かつら・ウィッグ・ヘアピン 

＊手術室入室後にはずすことができます。または、金具のないニット帽やターバン等を装着して入室 

することもできますので、ご相談ください。 

 アクセサリー類（ｲﾔﾘﾝｸﾞ・ピアス・ネックレス・指輪等）＊はずれない場合はお知らせ下さい。 

 お化粧・つけまつげ・エクステンション 

＊全身麻酔の場合、目を保護するためテープを貼ります。そのため、つけまつげやエクステンションが 

ついている場合、取れてしまう可能性があることをご理解下さい。 

 ひげそり（できれば、手術当日朝に剃って頂くようお願いします） 

 

５． 歯について 

  全身麻酔の場合、手術中安全に呼吸をしていただくためにお口から喉の奥にチューブを 

挿入します。十分注意しますが、歯や口腔内を傷つける可能性があります。 

ぐらぐらして抜けそうな歯や弱い歯がある場合は、事前にお知らせ下さい。 

 

６． 内服薬について 

手術決定時に薬剤科より持参薬の確認をさせていただきます。休薬する必要のあるお薬が

ある場合は、主治医の指示に従って休薬するようお願いします。また入院までに病院へ受診

し、新たに内服薬の服用が始まった場合、（例：風邪をひいて薬をもらった）申し出ていただく

ようお願いします。 

 抗凝固薬・抗血小板薬 

脳梗塞や心筋梗塞、狭心症などのために、血液を固まりにくくし、血液の流れを良くする薬は、

手術中の出血が増える危険性がありますので、多くの場合事前に休薬していただきます。 

 栄養補助食品（サプリメント） 

原則として 2 週間前より服用を中止していただきます。（主治医の判断で継続することもあ

ります） 

 経口避妊薬やホルモン剤、漢方薬など 

麻酔や手術に影響を及ぼすことがあるため、事前の休薬が必要になる場合があります。 



4 
 

 

入院から手術までのご案内 

 

１． 手術前日まで 

 手術前の食事や水分摂取には制限があります。 

詳細は病棟看護師より説明があります。 

 手術前日（土日祝は除く）に手術室看護師が病室を訪問し、手術当日について説明しま

す。（状況でうかがえないこともあります）心配な事、ご不安なことなどありましたらご相

談下さい。 

 

 

２． 手術当日入室前 

 入室前までに身だしなみを整えていただくようお願います。 

 補聴器や眼鏡をはずすと会話や歩行に不自由がある場合、入室後にはずすことができ

ます 

 入室の時間になりましたら、病棟看護師と共に 

手術室（２階）へきていただきます。 

 

 

３． 入室～帰室まで  

 入室後は、麻酔医師・担当看護師が声をかけながら麻酔を進めさせていただきます。何

かあれば遠慮無く申し出て下さい。 

 手術中は、麻酔医師や担当看護師がそばにいますのでご安心下さい。 

 手術終了後、麻酔から覚めていきます。ベットが狭いので、動くと危険です。麻酔医師の

指示にご協力いただくようお願いします。全身状態が安定したら病室へ戻ります。 

 術後はいろいろな管（尿道カテーテルや肺塞栓予防のフットポンプ等）がついているこ

とがあります。 

 病室に戻ってからのこと、痛み止めのこと、食事開始時期などは病棟看護師より説明さ

せていただきます。 
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手術当日のお願い 

 

 

１． 安全に手術を行うための確認作業 

当院では「WHO 安全な手術ガイドライン」に沿って、患者様の安全を守るために重要事項の

確認を行っています。 

そのため手術を受けられる患者様には、確認作業へのご協力をお願いしています。手術室入

り口、および麻酔前に実施させて頂きます。 

確認作業の参加が難しい方（お子様など）の場合は、ご家族様のご協力をお願いします。 

＜確認内容＞ 

・お名前 ・手術部位（左右） ・アレルギーの有無 ・金属類 

 

 

２． お子様が手術を受けられる方へ 

小さなお子様（未就学児童）が手術を受けられるとき、お子様の不安を取り除くために保護

者の方も一緒に手術部屋へ入って頂く場合があります。 

前日に手術室看護師が術前訪問にうかがい、詳しい説明をさせていただきます。 

   

 

３． 手術を待つご家族の方へ 

手術室に待合がありません。患者様が手術を受けている間、ご家族の方は病棟の待合室で

お待ちいただいておりますので、ご理解宜しくお願いします。 

 

 

４． 髪の長いかたへ 

手術室では帽子をかぶっていただきます。髪の毛を結ぶ際には、金属のついていないゴムで

ゆるめに横で結っていただく様お願いします。 
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麻酔方法の種類 

 

 

１． 全身麻酔 

麻酔薬を用いて意識をなくし、痛みを感じなくさせる麻酔方法です。 

＜方法＞ 

①口元にマスクをあてます。酸素が流れてきますので、息を吸ったりはいたりしてください。 

   ②点滴から麻酔薬が入ると、いつのまにか眠ってしまいます。 

   ③眠った後にお口から喉の奥にチューブを入れます。これは手術中に 

安全に呼吸をしてもらうために必要なものです。 

   ④手術が終わると同時に麻酔薬の投与を中止します。 

   ⑤麻酔から覚める頃に、お口のチューブを抜きます。 

 

２． 硬膜外麻酔 

背中から特殊な針を使って、細いカテーテルを入れます。 

＜方法＞ 

①手術台の上で横になり、丸くなります。 

②注射をして細い管を入れます。 

③所要時間は約 15 分程度 

④処置中に痛みが強い場合は、我慢せずお知らせ下さい。 

 

 【手術後の痛みについて】 

  硬麻外麻酔のカテーテルが入った場合は、手術後にカテーテルを通してお薬を持続的に注

入し、痛みを和らげることができます。それでも痛みが強いと感じた場合は、自分自身でボタ

ンを押すことで痛みを軽くすることが出来ます。（ポンプの構造上、過剰に投与できないよう

になっています。）使用中に気分不快やポンプを押しても痛みが強い場合は、看護師にお知

らせ下さい。また使用に際しご不明な点は、遠慮なく看護師に申し出て下さい。 

 

  

  

  

 

           術後離床したときには､左写真のようにボトルを斜めがけにして 

           持ち運びをするようお願いします｡ 

 

痛み止めが入った

ボトルです 

ボタンを押すと、 

痛み止めを追加で 

注入できます。 
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３． 脊髄くも膜下麻酔（腰椎麻酔） 

背中から針を刺して麻酔のお薬を入れることで、手術部位の痛みをとる方法、下半身手術の

麻酔によく使われます。手術中は会話のできる状態です。 

場合によっては、麻酔薬を注射して眠ることもあります（全身麻酔併用） 

＜方法＞ 

①手術台の上で横になり、丸くなります。 

②腰に注射して、麻酔のお薬を入れます。 

③所要時間は約 15 分程度 

④保冷剤を使って、麻酔の効果を確認します。麻酔が効いてくると足が 

あたたかくしびれるような感じがあります。痛みや冷たさの感覚は鈍くなりますが、触って

いる感覚は残ります。 

  ⑤麻酔は４～６時間効きます。この間、下半身はしびれています。 

  ⑥下半身の感覚は数時間後からゆっくり戻ります。 

  ＊手術後、頭痛を伴うことがあります。指示があるまで起きあがらないようにしてください。 

 

 

 

４． 末梢神経ブロック（伝達麻酔） 

手術する部分だけに効かす麻酔方法。超音波（エコー）で神経の場所を確

認して麻酔薬を注射します。全身麻酔と併用し、手術後の痛み止めとして

利用することが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麻酔方法や種類、合併症については主治医より説明

があります。麻酔に関して不安なこと、ご心配なこと

がありましたら、遠慮なくおたずね下さい。 
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手術当日のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手術進行状況や緊急手術等で入室時間に変更が生じる場合もありますが、御了承下さい。 

また当日の麻酔方法につきましては、手術の内容や患者様の状態にあわせて、担当麻酔医師が

最も安全と考える麻酔方法を決定します。状態によっては麻酔方法が変更することもあります。 

 

 

 

 

 

おわりに 

このパンフレットを読んでご不明な点等ありましたら、入院前は外来へ、入院後は病棟看護師へ

お知らせ下さい。 

また手術前日（土日祝以外）に、手術室看護師が病室を訪問し手術当日のご案内をさせていた

だきます。（状況でうかがえないこともあります） ご心配なこと、ご不安なことがありましたら 

ご相談下さい。 

  

 

 

 

 

手術日  月  日 （  時 ・ 午前 ・ 午後 ）入室予定 

予定麻酔方法は 

全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔 

入室時間・予定麻酔方法は、手術前日にお知らせします。 
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焼津市立総合病院 中央手術室  

問い合わせ （代）054－623－3111 

＊入院前、ご不明な点等は外来へ連絡をお願いします。 

 

2019 年 9 月 初版発行 


